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フ ィール ドワー ク資料 のデ ジ タル化*

松田 謙次郎

        Digitizing Fieldwork Recordings 

                  Kenjiro Matsuda 

With digital recording devices becoming more and more popular, sociolin-

guists are now able to digitize the analog interview recordings they have 
collected over the years. Drawing on my experience, this lab note explains 
the digitization process step-by-step: Why digitization is needed, what the 

guiding principles should be, what the differences among various digi-
tal formats/media (DAT, CD-R and MiniDisk) are and what the pitfalls 
are (e.g. SCMS). In particular, I suggest that (1) future field recordings 
should be made with DAT recorders, and that existing analog tapes should 
first be transferred to DAT tapes so that start IDs can be entered; (2) long-
term preservation should be done on CD-R; (3) the versatility of MiniDisk 
makes it the best choice for coding and transcription.
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0.は じめ に

近年,音 声学はもちろん,談 話分析,社 会言語学,そ して計算機言語学 といっ

た広範な分野で 自然談話資料の必要性が認識 されてきてい る。その背景には談話

分析,社 会言語学 といった個別分野の発展 と共に,計 算機言語学において実際の

発話データか らいわば帰納的 ・経験主義的に音声言語処理システム構築 をしよう

とす る動きが出て きた り(北,中 村,永 田(1996)),ま た計算機 自体の性能の向上

により自然発話データの実時間処理が可能になったこともこうした状況 を形成 し

た要因の一つであろう。

筆者の専門分野である社会言語学の一部門である変異理論は,特 に 自然談話資

料 を扱 う機会が多い分野だが,自 然談話資料の保存に関 して,具 体的な技術論レ

ベルでのノウハウに触れた論文 は意外 と少ない。密接に関連す る方言学 につい

て言えば,例 えば 山口(1974)は アナログテープ(オ ープ ンリール,カ セ ットテー

プ)を 前提にした記述であ り,デ ジタル音声機器の使用 を前提 とした記述では田原

(1995)の みがか な り詳 しく扱った論文か と思われる。実際に筆者周辺で個人的に

見 聞した範囲では,少 な くとも社会言語学,方 言学 と言 った分野の研究者は,あ

ちこちで 自己流の方法で試行錯誤 を続けているようである。その結果,あ る研究

者 はDArレ コーダでデータを収集 ・記録 し,ま た別の研究者はMDを 使用する。

そして一方でアナログカセ ットテープに記録を続ける研究者が存在す る,と い う

具合である。最終的には自然談話が共通のメデ ィア/フ ォーマッ トでデー タ保存

されるようになれば,言 語データ共有化(松 本(1995))の 促進 とい う点か らも望 ま

しいことは言 うまで もない。一つの録音データか ら,音 声 ・音韻,形 態 ・統語論,

談話分析 まで様 々な用途に使用 しうる自然談話デー タでは,特 にこうしたデ ータ

共有 を視野に含めた保存法が重要にな って くるのである。そのためには,手 始め

に関連分野の研 究者が,各 々の分野での必要性,文 字化 ・データ整理例 を持 ち寄

り合い,情 報 を共有す ることから始め るべ きであろう。こ うした考えから,本 稿

では社会言語学の立場か ら筆者がここ数年来行 って きているフィール ドワーク資

料 の保存法をまとめ,こ うした議論の一助 とす ることとした。よって予め断って

お きたいのは,こ れはあ くまで筆者のように,自 然談話を材料 として形態,統 語,

談話 レベルでの言語分析 を行 う研究者 向けの内容だとい うことであ り,音 声研究

者であれば相応の変更が必要になるとい うことである。
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1.フ ィ ー ル ドワ ー ク 資 料 と は

はじめに,こ こで扱 う資料の性質 を明 らか にしておきたい。筆者の専 門分野は

変異理論 と呼ばれる,言 語共同体内における言語変異と変化を計量 的に分析す る,

社会言語学の一分野である。ここで対象 とされ るデータが主として1「 社会言語学

的インタビュー」(sociolinguisticinterview)と 呼ばれる,一 対一の自然会話資料 と

なっている(Labov1966,1984)。 ただし 「自然談話」と言って も,他 人の会話を盗

み録 りするわけではない。2これは対面で,基 本的にインタビュアーの質問に話者

が答えるとい う形式の ものであ り,イ ンタビュァーはモデ ュール と呼ばれ るネタ

集 を持 ち,事 前に考えた インタビュースケジュールに沿って質問を進めて行 くと

いう形式のものである。 もちろん話の流れ具合で これはい くらで も変化 して も構

わない。 目的はあ くまで,話 者がマ イクの存在 を忘れて 自然な話 しぶ りで話す よ

うに発話を引 き出す ことなのであ る。これは話者が常 日頃用いているような発話

こそが言語変異 ・変化を探 るのに最 も適 した資料であ り,当 該話者の言語体系 を最

も端的に示す ものであるとい う考 えによる(Labov1966)。 これ に対して変異理論

では従来の方言調査に見 られるような質問票を用いた多分に形式的な調査よ り得

られたデータは,そ の話者の フォーマルなスタイルのみを引 き出す もの として位

置づ けられている。こうした一対一の インタビューとは別に,「グループセ ッシ ョ

ン」 と呼ばれ る形式 もある(Labovetal,1968,Labov1984)。 これは,仲 間同士の

会話を参加者一人一人にマ イクをつけて録音するもので,一 対一 のインタビュー

が もたらす緊張 を除 く効果があ り,ま た とりわけ仲 間の存在によ り,フ ォーマル

なスタイルで話 しに くくな り,よ り日常に近 い話しぶ りが出やす くなるとい う効

果が ある。

自然談話の資料としては,こ の他に も(1)テ レビ ・ラジオでの発話資料,(2)レ

コー ド,CDな どに収録 された過去の録音資料,(3)調 査票 を用いた方言調査での

録音資料,(4)実 験室設定での発話資料などが考えられるが,こ うした資料は,こ

こでの収集 ・分析対象 には含 まれていない。

1「主 として」としたのは
,原 理的にその方法論はテキス トデー タにも応用可能であ り,実 際そ う

した分析がい くつ もなされているか らである(Kroch1989)。
2Labovの 言 うように

,盗 み録 りは倫理的にも問題が あるが,実 は音質にか な りな問題があ り,特

にノイズの大 きい ところで収録したものであれば,そ もそ も使い ものにはならないはずである。
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2.現 有資料の概要

筆者は こうした資料 を過去10年 程度にわた り収集 し続けて きてい るが,そ れ

らは収集時期 によって,(1)1997年 以前,(2)同 年以後の二つに分類 され る。以

下,前 者を 「既存資料」,後 者を 「新資料」と呼ぶことにしよう。既存資料は,90

分か60分 アナログカセ ットテープ(ノ ーマルポジシ ョン)に 収録 されてお り,す

べてが東京方言話者の発話である。ここでの使用機材は,SonyWM-D6CとSony

TC-D5Mで ある。前者 による録音が松 田の収集によるもので,後 者は 日比谷潤子

氏 との共同フィールドワークによる収集である(Hibiya1988,日 比谷1989,Matsuda

1993,Matsuda1995,松 田(近 刊))。 旧資料全体で合計す るとほぼ100本 程 度の分

量になる。

新資料 は,DArレ コーダ(SonyTCDD-100,TCDD-10PROII)に よる録音であ

り,対 象方言は東京方言の他,神 戸市方言(樋 口1999),兵 庫県高砂市方言(宮 永

2000)が 含 まれ る。録音はいずれ も後のCD-DAフ ォーマ ッ トでの保存を考えて,

サ ンプ リング周波数44.1KHz,16ビ ット量子化,ス テレオ録音で行ってい る(こ

れについては後述)。3新資料 はすべて60分 テープ(SonyDT60RB)で 録音 されて

お り,そ の総数は30本 ほどである.

新資料の録音では,イ ンタビュアーと話者にそれぞれ別のラベ リエマイクロフォ

ンを付け,左 右別々のチャンネルに各々の音声 を録音 してある。4既存資料の場合

もモノラルで話者のみにマイクをつけた 日比谷氏による録音を除 き,同 様 な方式

で行ってある。このようにステ レオ録音 にすることで,文 字化の際 にインタビュ

アーの質問が 聞き取れなかった りすることもな く,ま た インタビュアー と話者 の

音声 の分離がある程度達成で きる。これは特に両者 の音声が重なった場合 などに

は片チャンネルだけを聞 くこ とで音声が明瞭にな り,文 字化や コード化 に際 して

重宝する場合が ある(Ivesl995:21)。

3フ ィー ル ドワ ーク に適 した 携帯 用DATレ コーダ で あ って も
,本 来DATの 標 準 サ ンプ リング 周 波

数 は48KHzな の で,こ のサ ンプ リ ング周 波 数で の録 音 は可 能 で あ る(中 島,小 高(1988:50),が,こ

れ で収 録 され たデ ー タは後 にCD-DAフ ォーマ ッ トに 移 され る際 に結 局44.lKHzで の再 サ ンプ リン グ

を受 け るの で,そ の分 音 質の 劣化 を招 来 する結 果 に な って し ま うので あ る.
4具 体 的 には

,sonyTcM-Tl40,145と い った ラベ リエ マ イ ク2本 を2股 ステ レオ ミニ プ ラグ アダ プ

タ(SonyPC-2321{S)で まとめ,DArレ コ ーダ や アナ ログ レコ ーダ の マ イ ク入 力 端子 に接 続 してい る.
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3.デ ジ タル化 と各種機器の特徴

3.1な ぜデジタル化するのか

上記の ような資料では,ま ずいずれ もテープ とい うメデ ィアであ るためにテー

プの劣化による音質低下を免れない。そこで,収 集後早い段階でテープ以外の メ

デ ィアで半恒久的保存措置が取られる必要がある。テープ以外 のメデ ィアで半恒

久的保存用 として現在最 も考えられ るのは,現 在,テ ープ以外 のデジ タル メデ ィ

アとしては,コ ンパク トデ ィスク(CD),ミ ニデ ィスク(MD),そ してDVDの デ ィ

スク3種 が考えられる。DVDは その容量か ら極 めて将来有望な メデ ィアと考え

られるが,CD,MDそ して下で触れるDATと は対照的にフォーマットが未統一で

あること,ま たDVDそ の ものがそれ ほど出回っていないこ とを初め として,保

存媒体 として採用するには時期尚早 とい う感が強いため,現 在 の所は保存 メデ ィ

アとしては見送ることにしている。5

CDに して もMDに して もアナログテープから移行することで,同 時にデ ジタ

ル化を行 うことになるが,ア ナログテープをCD!MD化 す ることで得 られる利点

としては,主 として以下の4点 が挙げ られ る。これが この まま,ア ナログデ ータ

をデジタル化する意義 ・理由にな るのである:

(1)メ デ ィアが比較的頑強で扱いやす く,テ ープの ように繰 り返 し再生すること

による音質の劣化が ない。

(2)コ ピーす る毎に音質の低下す るアナログ と異な り,デ ジタル化以降,音 質劣

化のないデジ タルコピーを行 うことがで きる(た だし原則的にSCMSの 許容

範囲内で 一 以下参照)。

(3)ラ ンダムアクセスが可能で,聞 きたい場所 に即座に飛んで行 くことが可能。

(4)他 の機器 などに取 り込んで加工(転 送 ・圧縮 を含 む)が 容易である。

調査で録ったテープは繰 り返し聞 く性質の ものであ り,特 にあ とで述べる文字

化 の場合,わ ずかな箇所 を何度も聞 き直す ことを繰 り返す過程である。マスター

コピーは別に取ってお くとして も,メ デ ィア自体に耐久性が あ り,何 度聞 き直 し

て も音質の劣化がない という(1)の 性 質は,フ ィール ド言語学者に とって望 まし

5こ の他 数年 前 まで はDCC(DigitalCompactCassette)も
,ア ナ ログ カセ ッ トも再 生 可 能 なデ ジ タル

機 器 とい うこ とで有 望 な メデ ィア と して 期待 され てい たが,現 在で はほ ぼ可 能 性か らはず して も よい

もの と思 わ れ る。DCCで もMDと 同様 なPASC(PrecisionAdapdveSubbandCoding)と 呼 ば れ る圧 縮

技 術 を利 用 してい た 。DCCの 詳細 につ いて は,村 田(1993,1993)を 参 照 。
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い特質である。

(2)の 点については説明を要す る。原理上,デ ジタルソースか らデジタルコピー

(光デジタル接続ケーブル,ま たは同軸デジタル接続ケーブルを通したコピー)を 行

えば,全 く同じ複製がい くらで もで きることにな り,こ れは一見結構なことなのだ

が,著 作権法上の問題が大 きい。そのためデジタル機器 間のコピーを規制す るハー

ド上の仕組 みとして,現 在では民生用機器 にはSCMS(SerialCopyManagement

System)が 導入 されている。6これはデジタル信号を書 き込むに当た り,以 後のコ

ピー許可について,「00=コ ピー可能,01=1世 代のみコピー可能,11ニ コピー不可」

とい った2ビ ット情報 をメデ ィアに同時に書 き込むことに より,そ の複製のさら

なる複製を制限しようとす るものである。SCMS情 報の書かれたメデ ィアを再生

すれば この情報 も読み取 られ,コ ピーの受け手側(録 音側)に 転送 されて,例 えば

その信号が 「コピー不可」であれば コピーが阻止 され る。こ うして直列方向での

完全なるデジタル方式での複製 を2世 代以上作製することが不可能になるわけで

あ る。オ リジナルのデジ タルソースを 「親」 とすれば,そ の子 までは作れるが,

孫は規制 され ることになる。SCMSは デ ジタル放送 も制限対象に含んでいるが,

本稿に関係ある部分だけをまとめたのが図1で ある。7ここで注意すべ きは,(1)ア

ナログコピー(い わゆるライン入出力端子等同士を接続 したコピー)で あれば,デ

ジ タルソースであ ってもSCMSの 制限を受けないこと,(2)た とえ自分の フィー

ル ドワークで取材 したデ ータであろうと関わ りな く,コ ピーはそのオリジナルの

コピーまでとな ること,(3)た だしオ リジナルの第一世代 コピーの本数 に関す る

制限はないため,世 代が変わらなければ何本コピーして も構 わないこと,そ して

(4)一 般に業務用機器では任意のSCMS設 定が可能であること,で ある。

6文 化 庁著 作 権審 議 会 の報 告 書 に は以 下 の よ うに あ る(文 化 庁 著作 権 審 議 会 マ ルチ メデ ィア小 委 員

会 ワー キン グ ・グ ル ープ(技 術 的保 護 ・管 理 関係)報 告 書(平 成10年12月10日)第3節1):

「SCMS(SerialCopyManagementSystem)記 録 媒体 等 の 特定 の箇 所 に 特定 の デ ジ タ ル

信 号 を組 み込 み,こ の 信号 をデ ジ タル録 音 機器 が識 別,反 応す るこ とに よ り,1世 代 の

み のデ ジ タル 複 製 を可能 とし,2世 代 目以 降 の複製 を不 可 能 とす る システ ム(オ リジ ナ

ル の音 楽CDに 組 み 込 まれ た信号 は 「コ ピー1世 代 可」 とい う内容で あ るが,1世 代 目

の 複 製 に よっ てで きたデ ジ タル録 音媒 体 に 組 み込 まれ てい る信号 は 「コピ ー不 可 」 と

い う内容 に変 更 され る)。CD,MD,DAr,CD-R等 のデ ジ タル記 録 媒体 が対 応 して い る。」

(htニヒp:〃www.monbu.go.ゴp/singi/chosaku/OOOOO224/))

7図1作 製 に 当 た っ て は
,河 村(1999:113ff),ソ ニ ー 株 式 会 社(1997),宮 澤 弘 充 氏 作 製 の ホ ー ム ペ ー

ジ(hしtp:〃www.miya-zawa.comノ 皿ieyan/HTMLs/D.sCMS.J.ht皿1)を 参 考 に し た 。
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● デ ジタル ソー スか らデ ジ タル メ デ ィア への デ ジタル コ ピー は一 世代 の み可 能

CDプ レ ー ヤ ー
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CD-Rデ ィス ク

第1世 代(親) 第2世 代(子)

● アナ ロ グソー ス か らデ ジタル メデ ィアへ録 音 された もの は,次 世代 まで の コ ピーが可 能

ト
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,

DATテ ー プ ＼ ∠

MDデ ィ ス ク

CD-Rデ ィ ス ク
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1、

第1世 代(親) 第2世 代(子)

DATテ ー プ

MDデ ィ ス ク

CD-Rデ ィスク

第3世 代(孫)

図1:SCMSの 仕組み

3.2デ ータ整理に際 しての基本的方針

フィールドワーク資料 をデジタル化す ることのメリットが以上で分か った とし

よう。 しかしまず潜在的に使用 しうる機器か ら言って も複数種類あ り,さ らにそ

れらに価格や性能によ り多 くの機種が存在す る。そ うした機器群の 中か らどれ を

選択 し,ど のように結びつけて行 くか 一 つま りどのようなシステムを構築す る

か 一 は,当 然当該研究者の置かれた環境 によって大 きく異 なって くる。筆者 の

場合,デ ジタル化のシステム構築を考える際に,以 下のような簡単な3つ の原則

を立てることとした:

(1)使 用する機器それぞれの特質 を最大限生かす ようなシステムであ ること。

(2)作 業が最 も簡単 にして能率的な方法でな しうること。

(3)最 終的に,標 準化されたフォーマ ットを持つ,複 数のメデ ィアでデー タが残

ること。

異なるデジタル機器 には,異 なる短所 ・長所がある。複数の機器を用いる場合,

各々の機器の長所が最大化 され,短 所が最小化され るようなシステムが望 ましい。

このためには上で述べたデジタル機器三種(CD,MD,DAr)の 特徴 を知 ってお く
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必要があるが,こ れは次のセクシ ョンに委ね ることにする。

(2)は 実際的 な要請か ら来る もので,ア ナログ90分 テープのデジ タル化 に数

日かかるようでは,す べてのテープがデジタル化されるまでにさらにテープの劣

化が進行してしまう。さしあたっての 目標を長期保存 を視 野に含めた音声デ ータ

のデジタル化,と いうことに設定 し,例 えば文字化 ファイル との リンクやデ ータ

ベース化は今のところは考えない。そ うしたことは ,デ ー タのデジタル化が終了

してから(元 がデジタルソースであれば,長 期保存用 メデ ィアに転送が完了 して

か ら)の,第2段 階の作業 と考える。この点で本稿はCD-ROM上 のデ ータベ ース

化 を重 きを置いた田原(1995)の 説明 と異なるわけであ る(こ の点 については4.2

を参照)。 また作業 については,質 に問題 を来さない限 りでの 自動化を求める。

今更指摘するまで もな くデジ タルデ ータを収納 するための メデ ィアは,数 多 く

存在す る。最近で言えばDVDが 注 目を集めているし,こ の先 どの ような安価 に

して大容量のメデ ィアが出現するかは予測のしようが ない。そこで現在考えられ

るうちで有力,な いしは広 く流布 していると思われ るメデ ィアを複数採用 し,保

存 メデ ィアの多様化によ りデジタル技術の変化に対応す ることを考 えようとい う

のが(3)の 趣 旨であ る。そ うした メデ ィアは,メ ーカーや機種 を越えて利用で き

るように,フ ォーマ ットが標準化 されている方が望ましいことも言 うまで もない。

さて,そ れではこうした点を踏 まえて,実 際にどの ようにして既存資料 のデジ

タル化 を進めるのかを考えてみ よう。それにはまず,各 種デジ タル機器の特徴 を

押 さえる必要がある。

3.3DAT,CD,MDの 特徴

前のセ クションでは,半 恒久的保存にはCD,MDな どのデ ィス クメデ ィアを使

用す るとした。ではテープ メデ ィアであるDArの 位置づけはど うなるのだろ う

か。ここで,cD,MD,DAr三 者 の比較をしてみ よう(表1参 照)。8cDに ついて

8各 種 デ ジ タル メ デ ィア の 比 較 に つ い て は
,田 原(1995:100f£)が 詳 し い 。 ま た,各 メ デ ィ ア に つ い

て は,以 下 の 場 所 か らFAQ(FrequentlyAskedQues廿on)と い う形 で 詳 細 な 情 報 が 得 ら れ る:

●DAr:http:〃www.eklekヒix.com/da七 一heads/FAΩ

●MD:ht二tp:ノ/www.hip.atr.co .ゴp/～eaw/minidisk/lninidisc_faq.hヒml

●CD-R:ft二p:〃rヒfm.miヒ.edu/pub/usenet-by-group/

comp.publish.cdrom.hardware/宅5Bco皿p,publish.cdroIn号5D_CD-

Recordable_FAΩ 桔2C_Part_1_4(Part_2_4,Parし _3_4,Part_4_4)
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は,CD-Rを 対象 とす る。

まずDArは テープ メデ ィアとして,カ セ ットテープ と同様に ランダムア クセ

スという点でデ ィスクメデ ィアに劣 り,後 に述べ るようにプ ログ ラム番号 によっ

て頭出しは可能だが瞬時に とい うわけには行か ない。DArは また,保 存性 や メ

デ ィアとしての汎用性に劣 ると思われ る。汎用性 については,例 えばCDで あれ

ば上述の ように今やほとんどのパソコンに装備 されているし,CDプ レーヤーの

普及についてもしか りである。MDプ レーヤー も急激な普及を見せ ている。しか

しDArは 販売 メーカー数(ソ ニー,パ イオニア,TASCAM)・ 機種数が余 りに少

な く,結 果レコーダ価格 も高めになってしまう。その反面,携 帯性に優れ,ま た

MDの ように書 き込 まれ るデータには圧縮がかか らず,CDと 異 な り何 度で も録

音が可能である。最大録音時間も長いが,テ ープがその分薄 くなることを考慮す

ると,む しろこれは度外視 したほ うが よいだろう。

MDは 全比較項 目にわた って高い成績 を示 し,特 に機器の大 きさは三者の うち

最 も小型 ・軽量である。が,そ の唯一の弱点は音質に求め られよう。板橋(1996:7)

にもあるように,デ ータ圧縮処理(ATRAC-AdaptiveTransfo㎜AcousticCoding

高能率符号化)が 音声分析には仇になるため,少 な くともマスターの録音 には適

していない。ArRACは 等 ラウドネス特性,マ スキング効果とい った聴覚心理学的

原理を応用 して人間の耳で判別で きないように選択的にデー タを1/5に カットす

る圧縮方式であるが(河 村1999:118,村 田1993:120f£),こ うして圧縮 され た原

データの部分は復元不能とい う特徴 を持つ。つま り,圧 縮 と言 って も元 々のデ ー

タの相当部分を取 り去 ってい るわけである。この点,こ うした圧縮 を行 っていな

いDATとCDに 軍配が上がろ う。同様な立場は木戸 ・粕谷他(1997),大 塚 ・早 間

他(1998)な ど他の音響音声学者によっても表明されている。言語分析に引 きつけ

て考えれば,音 声以外のレベルでの分析に用いるな ら,コ ーデ ィング用 として最

適なマシンだ とい うことになろ う。

記録 メデ ィアの価格は現在いずれ も数百円からせ いぜ い千円程度で,そ れほど

差がほ とんどないことには触れておきたい。DATテ ープは確かに高めだが,録 音

の質を考えた場合,3つ のメデ ィアを選択す る上での有力な指標 にはな らないだ

ろう。貴重 なデータ収集であれば,で きうる限 りで最高の音 質を求めるのは当然

だ とい うのが筆者の考えであ る。
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表1:DAT,MD,CD-Rの 特 質 の 比 較

比較項目 DAT MD CD-R

データの圧縮 なし あ り(ATRAC) な し

データの書 き直 し 可能 可能 不可能

ランダムアクセス 劣 優 優

保存性 テープ メデ イア並 優 優

録音機の大 きさ 携帯可能 携帯可能 据置用

録 音 時 間(∫≠=44.1KHz) 最大120分 最大80分 最大74分

レコーダの最低価格 7-8万 程 度

一

3-4万 程 度 7-8万 程 度

メデ ィア としての汎用性 低 高 高

記録 メデ ィアの値段
60分 で

1000円 程度

74分 で

500円 程度

74分 で

数百円程度
一一

3鴻 フィールドワーク音声資料の保存手順

33の 議論か ら3種 のデジ タル機器が部分 的にオーバーラ ップ しなが らも,相

補的性質を持つことが分か った。使用者の側は,デ ータ収集か ら保存に至るプ ロ

セスの中で,こ うした特質を生かす ような形で機器を使いわければ よいわけであ

る。ではそのデータ収集から保存 に至 る手川頁とはどのよ うな ものだろ うか。

2,で 見た現有資料のうち,最 初か らDATで 録音 している新資料の場合,デ ータ

の収集か ら保存 までは,(1)フ ィールドワークでの取材(マ スターテープの作成),

(2)音 声デ ータの文字化,(3)音 声データの保存,の3つ のブロ ックに分解 して考

えられる。先に見た機器特徴 を考え合 わせ ると,原 音 をできるだけ忠実に録音で

き,し か も機動性のあるDArレ コーダでフ ィール ドワークの録音 を行 ったのは

理にかなっているわけであ る。次にこれを長期保存のため原音のままCDに 焼 き

(CD-Rに よる書 き込み),DArかCDか らMDに コピーして,小 型 にして操作性

の高いMDを 聞きなが ら文字化やデータのコー ド化 を行 う,と い うのが各 メデ ィ

ァの特性を生かした最適の分業体制 となるだろう。音声波形が問題 となる音響分

析では,CDか ら音声処理用ボー ドのついたパ ソコンに音声デー タをフ ィー ドす

れば,圧 縮に よって歪みを受けていないデータを分析す ることがで きる。既存 ア

ナログ資料の場合 なら,こ の3ス テ ップの うち(1)が,ア ナログテープのデジタ
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ル化,と 変化するのみであとは両者共通であ る。こうした過程 をまとめたのが,

以下の図2で ある。

以下では各段階での作業の詳細 を述べ ることとしたい。

4.各 段階における作業の実際

4.1D岨 レコーダによる既存資料のデジ タル化

新資料 のDATレ コーダでの録音状況についてはすでに現有資料 の概要で述べ

ているので,こ こでは既存アナログ資料のデジタル化の手順 について述べてみよ

う。すでにカセットテープに収められている資料の場合,資 料保存は まずDArレ

コーダでコピーすることでデジ タル化す ることか ら始 まる。既存資料のアナログ

カセ ットは大抵go分 であ り,DArテ ープで もgo分 の ものを使 えば良 さそ うな

ものだが,後 にCD化 することを考えて,カ セットをA面 とB面 で2本 のDAr

テープに分けてコピーしている。60分 のDArテ ープの うち,最 大45分 しか使わ

ないので無駄なようだが,74分 を限度とするCD-Rで は90分 全部を納めるのは

不可能なので,ど のみち分ける必要が でて くるわけである。

ここでなぜいきな りCD-Rに 接続してCDを 焼かないのか とい う疑 問が出て く

るか も知れない。確かにこうすればDArを 通す手間が省けていいような もので

ある。に もかかわらず こうしないのは,最 長45分 間の音声 を,ス ター ト皿)と 呼

ばれる切れ 目を入れ ることでプログラムに分ける必要が あるか らであ る。プログ

ラムは音楽CD上 の個 々の曲に相当する もので,こ うす ることで頭 出しが簡単 に

なる。逆にこれがない と,延 々と聞 きたい場所 を探 さなければな らな くなる。曲

間の切れ 目のない,一 曲が延々と45分 続 く音 楽CDを 想像すれば一 特にその中

である特定箇所を聞きたい場合を考えれば一一その有用性が理解で きよう。またス

ター ト皿)情報は異なる トラック(サ ブコー ド)を 使用しているので,ス タートID

ご とに無音区間が挿入 されるわけではな く,音 声部分 自体 には何 ら影響はない。

ここで使用 しているDArレ コーダ(SonyTCD-DlOO)で は最大99個 までのプロ

グラムがつけられる。

オー トID入 力は,実 は もうすこし省力化す ることも不可能ではない.機 種 に

よっては,あ る録音 レベル以上の入力がない ところに自動的に録音機 に切れ 目を

入力 させ ること(「 オー ト皿)」と呼ばれる機能)が で きるので,こ れを使えば よい

のである。筆者はこの 自動機能は使わず,一 旦45分 全部の録音が終了した後に,
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図2:筆 者の行っている作業の流れ(点 線はアナログ接続 実線はデジタル接続を

示す)
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手作業で1分 ご とにスター トIDを 入力する方法 を採っている。1分 であるこ とに

は,キ リが よいとい う以外に大 きな意味はないが,プ ログラム番号から簡単 にお

お よその経過時間が分かるので便利である。文字化の時には,こ の番号 を文字化

した文の 「番地」の一部として使 うこともで きる。自動入力 にしないのは,各 プ

ログラムの長短に大 きな差が 出てしまうことと,イ ンタビューご とに異 なる録音

レベルの差の調整が厄介だか らであ る。話者に よってはゆっ くり,ポ ーズを挟み

なが ら話す人もあるだろう。その場合にやたらと区切 りを入れ られて も却 って使

いに くくなる。録音 中にスター トIDを 入力することも可能だが,確 実性を考 え

てこれは止めている。CD-Rラ イターで も実はプログラム番号 に相当す る トラ ッ

クナンバ ーを録音 中に手動や自動で入力す ることも可能だが,わ ざわざDATを

通してデジタル化 を行 っているのは,保 存 メデ ィアの分散 とい う目的の他に,こ

の トラ ックナンバーの更新 ・スター トIDの 入力を満足の行 く形で行えるとい う点

が大 きい。DArで あれば スター トIDは い くらで も入れ直しがで きるが,言 うま

で もな く一度焼いたCDで は入力に失敗した らもうどうしようもないのである。

アナログテープレコーダからライン入力でDArレ コーダに接続 し,go分 テー

プを裏表2本 に分けてコピーし,無 事スター トrDの 入力 も終了したとしよう。こ

れで既存資料 も新資料 と同じスター トラインに立つ ことになる。違いは,新 資料

の場合DAT60分 テープで60分 録音 されているのに対して,既 存資料の場合最長

45分 であると言 うことだけである。次のステップは,CDラ イターにDArを 接

続して長期保存用CDを 焼 くことである。9

4.2CDラ イターによる長期保存用デ ィスクの作成

CDラ イターは,最 近一般的にな りつつあるが,そ の名の通 りブランクのCD-R

デ ィスクにCD-DAフ ォーマ ットでデジタル信号を焼 き付けて くれ る機械である。

CDに は一般的な音楽CDの フォ・一マットであるCD-DA,コ ンピュー タのデ ータ

9DArに つ いて は
,実 は も う一 つ気 を付 けね ば な らな い こ とが あ る 。そ れ は録 音 機 に よ って は 録

音 時 に高音 域 を持 ち上げ て録 音 し(プ リエ ンフ ァシ ス),再 生 時 にそれ を再 び下 げ る(デ エ ン ファ シ ス)

とい う作業 を行 って い る点 であ る(中 島 ・小高(1988:llf£))。 日本 音響 学 会(1994)に 指 摘 が あ る よ う

に,プ リエ ンフ ァシ スは音 響分 析 を し よう とす る場 合 に問題 とな る場 合 があ るので 注意 が必 要で あ る。

TCD-D100に つ いて 言 えば,取 扱 説 明書(ソ ニ ー株 式 会社1997a)に は説 明が 見 当 た らな い。 ソ ニ ーに

問 い合 わせ た と こ ろ,プ リエ ンフ ァ シスは 民生 品で はな く,業 務 用製 品 に装 備 され て い る とい うこ と

で あ った。 しか し業 務 用で あ るTCD-DlOPROHの マ ニュ ア ル(ソ ニ ー株 式会 社1997b)に もや は り説

明が 見 当た らない 。そ こでTCD-DlOPROIIに つ いて 尋ね る と,「回路 自体 は 内蔵 され て い るが,そ の

On10ffの 機 能は な く,操 作 に よ り選ぶ こ とは で きない 」 との 回答 で あ っ た。
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保存用のフォーマッ トであるCD-ROMな ど数種類 の形式が あ り,そ れぞれ色名

のついた規格書で フォーマ ットが定め られている。】oすで に触れた ように,出 版

されている音声資料にして もデータベ ース化 されている ものはCD-ROMの 形で

発表されている。11筆者がCD-ROMで な くCD-DAの フォーマ ットを選択 したの

は,(1)CD-ROMを 作成する手間が大 きい(パ ソコンに読み込み加工す る必要が

あ る),(2)パ ソコンを通すことで雑音が混じ りやす くなる可 能性を避けたい,(3)

現時点ではデータベース化 よりは資料の保存 を目的としてお り,CD-ROM化 は

保存措置が終了してか らで もで きる,(4)CD-DAフ ォーマ ットであれば,CDプ

レーヤーさえあれば再生が可能であるが,CD-ROMで はパ ソコンが必要であ り,

前者の方が汎用性が高い,と いった理由に よる。もっとも最近の ソフ トではかな

り(1)の 面については改善されているようであ り,(2)に ついては ソフ トでソース

に含 まれている雑音を簡単に除去するこ とも可能なぐらいだが,も ともと生デー

タの形で保存を考えているのであれば,わ ざわざパソコンを通すこ とはな く,CD

ライターに任せるべ きであろ う。また手作業 によるノイズの除去は時間がかか り

すぎるので,少 な くとも前掲の原則(2)に 反することになる。

CDラ イターとDArレ コーダの接続はデジタル接続ケーブルで行 う。デジタル

接続の方式には,業 務用のAESIEBU接 続 民生用の光ファイバーケーブル,同 軸

(Coaxial)ケ ーブル等があるが,筆 者は殆 どの場合光ファイバーケーブルを使用 し

ている。12CDラ イターやMDな ど最近のデ ジタル機器同士 のダビングでは,両 側

の機器をセ ットしておけば,コ ピー元の機器で再生が始 まれば 自動的にコピー側

で も録音が始まる機能が付 いていることが多いので便利であ る。この場合,も ち

ろんDATの スター トDは そのままCDの トラックナンバーへ と移 され る。CD-R

を焼 くには,デ ィスク全体 をい っぺんに作成す るデ ィスクア ットワンス,ト ラッ

クごとに行 うトラックアットワンス といったモードがあるが,DATテ ープ1本 →

CD1枚,と してあるので,こ こではデ ィスクアットワンスでよい。コピーが完成

したら,フ ァイナライズ を行い,CDプ レーヤーでの再生 を可能にした ところで

作業 は完了である。

なお,CD-Rデ ィスクについては,筆 者はラベル面が白一色のプ リンタブルポワ

10例 え ばCD -DAで あれ ば レ ッドブ ッ ク,CD-ROMで あ れ ば イエ ロー ブ ック,と い う具 合 で あ る。

CD-Rも 規格 の一 つ なの で,オ レンジ ブ ック とい う規格 書 で 定め られて い る。
】1音声 デ ー タベ ー ス につい て は

,田 原(1995)や 「人文 学 と情報 処 理」No.12(1996年12月)掲 載 の

特 集 にそ の詳 細が 見 られ る。
12業 務 用 であ るTCD -D10PROHの 場合,光 フ ァ イバ ー ケ ーブ ル は使 用 で きない 。
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イトのもの(三 井科学CD-Rプ リンタブルホワイト)を 用いて,ラ ベル面にテープ

番号,話 者名,オ リジナルの録音 日時,使 用機材 などのデータを専用のCDラ ベ

ルプ リンター(ExpertMagneticsCP-1000X)で 書 き込んでいる。CD-Rデ ィス クに

は本来フェル トペンでのラベル書 き込みのみ可能である。ラベル面にシールを貼

り付ける簡易ラベルも見受けられるが,張 り付けに失敗 した場合せ っか く作成し

たデ ィスクを損 なうことになるし,万 が一再生 中にラベルが はがれてCDプ レー

ヤーに巻 き込 まれたときの ことを考えて,避 けることとした。以前は手で書 き込

んでいたが,作 成 したデ ィスクの記録が必要なことを考えあわせ ると,記 録を取

ると同時にラベルも焼けると手 間が省ける。現在はラベルプ リンター付属の ソフ

トで簡易データベース も作成している。ラベル作成 とデータベース化 については,

DArテ ープ,MDデ ィスクのラベルはデータベ ースソフ トMicrosoftAccessを 利

用して作成する方式13に 移行中であるが,将 来的には これ とCDの ラベル作成 と

を何 らかの形で統合 したい と考えている。

4.3MDレ コーダによる文字化用デ ィスクの作成

文字化 には場所をとらず,ラ ンダムアクセスが可能で繰 り返し聞き直しの簡単

なMDの 右に出る機器はないだろう。実際,か つての トランスクライバ ーの よう

にフットス ィッチの接続可能な機種が発売されているのは(SonyMZ-B3),そ うし

た需要が多いこ とを示唆 している。

作業の手順で言えば,MDへ のコピーはDATテ ープ上でスター トm入 力終了

後 となる。当然,MDデ ィスクにコピーした際にはこのH)も 反映 され る。 とこ

ろが,こ のまま順番 にコピーをしようと思 うと 上で述べたSCSMが 枷 とな って

コピーがで きない。この場合,DArが 第1世 代であ り,第2世 代に当たるCDま

では許 され るが 「孫」に当たるMDは コピー禁止の対象 となってしまうのである

(図1参 照)。 これを回避するには,(1)DArか らMDに コピーを して二つ 目の第

2世 代を作 る,(2)業 務用CDラ イターを使 い,コ ピービ ットを 「以後何回で も

コピー可能」 と指定するのいずれかの方法を用いる必要があ る。SCSMの ところ

で述べた ように,ど ちらも規制対象外 となっている。筆者 は(2)の 方法を採用 し

ているが,DAr,CD,MDの どこかでSCSMの 制限を受けない業務用機器が ある

と,非 常 に作業が スムーズ に行 き便利 だとい うのが筆者の実感である。ただし,

13船原 か な子 氏(SELF)作 成 のAccessマ クロ アプ リケー シ ョン 「1.abelPdnt!!」 。
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業務用機器の使用に当たっては研 究者に相応の倫理性が求められるのは言 うまで

もない。

MDの コピー 自体はデジ タル出力端子のあるCDプ レーヤーな りDATマ シン

と,MDの デジタル入力端子を接続すれば よい。DAT→CDの コピー もそ うだが,

デジタル機器同士のコピーの場合アナログのように録音 レベルの設定 も不要であ

り,先 に述べた 自動録音方式の機器が増えてきているので,非 常 に簡単にコピー

が可能である。コピー終了後DAr,CDと 同様のラベルを貼 って作 業完成である。

5.ま とめに代 えて

繰 り返しになるが,以 上述べて きたのはあ くまで筆者の興味に沿 っての話であ

る。例 えば3.4で 述べた ように,音 響分析 を行 うのであれば,一 旦CD化 した資

料をパソコンに取 り込むなど,別 な作業 をすることになる。その場合であっても,

フィールドワークで得られたオリジナルをそのまま使 うよりは,一 旦CDに 落と

してか らの方がデータの保全 とい う面か ら望 ましいはずである。いずれ にしても,

ロスを伴 う圧縮のかけられていないデ ータが長期保存用に整理 されてい る限 り,

いつで もデータを取出して,し かるべ き音響分析 に供す ることが可能になる。研

究者はフィール ドワークで得 られた資料を一回のみの分析ではな く,何 度 もそこ

か らデータを取 り,違 った角度から分析 を加 えることがで きるようになるわけで

ある。

最後 に,筆 者が課題 と考えていることを2,3挙 げて結び に代 えることとした

い。一つは,フ ィール ドワー ク用機器 とデータ整理用機器を完全に分離す ること

である。図1に 見るように,現 段階ではフィール ドワークで使用している機材で

そのままCDラ イターやMDに 接続 してい る。これ については操作性 の面か ら,

携帯性に優れた フィールドワーク専用機器 とは別に,操 作性 ・性能に重 きを置い

た据 え置き用機器を導入す ることを考えている。

二つ 目は,CD-EXTRAフ オーマ ットによる音声データと文字データの同一デ ィ

スクへ の保存である。前に述べた ように,現 在の所CD-ROM化 よりはCD-DAに

よって現有データのデ ジタル化を第一 目標に置いてい るので,パ ソコンを使用し

たデー タ編集は上図には含 まれていない。しかしCD-EXTRAフ ォーマ ットで は,

文字化 ファイル と音声データが1枚 のCDに 収納可能であ り,デ ー タの保存 ・配布

には非常に具合が よい。現在進行中のデジ タル化作業終了以降のデ ータ整理 とし
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ては,CD-ROMに よるデータベース化 と並んだ有力な候補 として考慮中である。

参 考 文 献

板 橋 秀 一.1996.音 声 デ ー タベ ー ス1コ ー パ ス と は.「 人 文 学 と情 報 処 理 」No.12.

6-11.

大 塚 則 夫,早 間一 郎,長 内 隆,谷 本 益 己.1998.MiniDisc録 音 に お け る ス ペ ク ト

ル の 劣 化 に つ い て.「 日本 鑑 識 科 学 技 術 学 会 第4回 学 術 集 会 講 演 要 旨 集 」 、

95,

河 村 正 行.1999.『MDの す べ て 』.東 京:電 波 新 聞 社,

木 戸 博,朱 偉 中,長 内 隆,鎌 田 敏 明,谷 本 益 己,粕 谷 秀 樹,1997.声 紋 鑑 定 に お

け る ミニ デ ィ ス ク録 音 の 適 否 に つ い て.「 日本 鑑 識 科 学 技 術 学 会 第3回 学 術

集 会 講 演 要 旨集 」.121.

ソ ニ ー 株 式 会 社.1997乱 「デ ジ タ ル オ ー デ ィオ テ ー プ レ コ ー ダ ーTCD-DlOO取 扱

説 明 書 」.東 京:ソ ニ ー 株 式 会 社.

ソ ニ ー 株 式 会 社.1997h「DigitalAudioTape-corderTCD-D10PROIIOperation

manua1(1stEdition)」.東 京:ソ ニ ー 株 式 会 社.

田 原 広 史.1995.音 声 情 報 デ ー タ ベ ー ス.DB-West(編).『 パ ソ コ ン 国 語 国 文 学 』 .

京 都:啓 文 社.Pp.96-119

中 島 平 太 郎.1994.『 オ ー デ ィオ 新 時 代 一 音 楽 を 数 字 で 刻 む一 』.東 京:裳 華 房.

中 島 平 太 郎,小 高 健 太 郎.1988.「 図 解DAr読 本 』.東 京:オ ー ム 社.

日本 音 響 学 会 編 集 委 員 会(編).1999.体 験 談:「 音 を 出 す,音 を 取 り込 む 」 と き の

落 と し穴.「 日本 音 響 学 会 誌 」Vbl.55:5.391-394.

樋 口絢 子.1999.言 語 コー パ ス の現 状 と 問題 点.1998年 度 神 戸 松 蔭 女 子 学 院 大 学 英 語

英 文 学科 卒 業 論 文.(http:〃sils.shQin.ac.ゴp/～kenjiro/class/

underqrad/theses/higuchi.pdf)

日比 谷 潤 子.1989,バ リエ ー シ ョ ン 理 論.「 言 語 研 究 」Vbl.93.155-171.



松田謙次郎44

松 田 謙 次 郎.近 刊.東 京 方 言 格 助 詞 「を 」 の 使 用 に 関 わ る 言 語 的 諸 制 約 の 数 量 的

検 証,「 國 語 學 」,

松 本 裕 治.1995.分 野 を超 え たデ ー タの 共 有,「 日本 語 学 」,Vbl.14,No.8.144-151.

宮 永 真 紀2000,「 ガ 行 鼻 濁 音 一 高 砂 市 に お け る[g】[η]の 発 音 の 実 態 一 」.1999年

度 神 戸 松 蔭 女 子 学 院 大 学 英 語 英 文 学 科 卒 業 論 文.(http:〃sils.shoin.

ac.jp/～kenゴiro/class/undergrad/しheses/miyanaga.pdf)

村 田 欽 哉.1993,『DCC・MDガ イ ドブ ッ ク』.東 京:電 波 新 聞社.

村 田 欽 哉,1993.『DCC・MDガ イ ドブ ッ クII活 用 編 』.東 京:電 波 新 聞 社.

山 口 幸 洋.1984.方 言 談 話 資 料 一 方 言 学 将 来 の 柱.加 藤 正 信(編)「 新 し い 方 言 研

究 」(「 国 文 学 解 釈 と鑑 賞 」5月 臨 時 増 刊 号).283-295,

Doctoral Dissertation,Hibiya, Junko. 1988. A quantitative study of Tokyo Japanese. 

    Department of Linguistics, University of Pennsylvania.

Ives, Edward D. 1995. The Tape-recorded interview: A manual for  fieldworkers in 

    folklore and oral history. Knoxville: The University of Tennessee Press.

Kroch, Anthony. 1989. Reflexes of grammar in patterns of language change. Language 

    Variation and Change. Vol. 1, No. 3. 199-244.

Labov, William. 1984. Field methods of the Project on Linguistic Change and Varia-

    tion. In Language in use. Edited by J. Baugh and J. Sherzer. Englewood Cliffs, 

    NJ: Prentice-Hall. Pp. 28-53.

 1968. A study of the non-

ers in New York City.  Philadel-
, Paul Cohen, Clarence Robins, and John Lewis. 

standard English of Negro and Puerto Rican Speak 

phia: U.S. Regional Survey.

Matsuda, Kenjiro. 1993. Dissecting analogical leveling quantitatively: The case of the 

    innovative potential suffix in Tokyo Japanese. Language Variation and Change 

     Vol.  5,  No. 1. 1-34.



45プ ィール ドワーク資料のデジタル化

.1995.1如"直b飴 解 祀}一陶甜鴻 畝8qブro,由 卍7わ此yoJ`㌍ 四曜`岳{望.Do6ζoralDi且5¢rta前on,

Univer5ityofPεrm謡ylv島nia.【 丁耽hllic寵IRep略 貞1RC3一 臼6-2nfro冊In呂tj肛lt巳fdr

R¢5e凪hinCo呂nitiv巳Sci6n慣].

Pahwa,A苫h.1994.CD・Rεcoπ 丘め'6、9油'ε.Conn.:P¢mb¢rtonPr陰35.[邦 訳:CD-R研

究 会.1994、 「CD一 距 。ordaUε バ イプ ル ー レ コ ー ダ ブ ル 革 命CD-Rの 最 新 技

術 とCD・ROMの 動 向 』1東 京:ソ フ ト バ ン ク.〕

Author's E-mail Address:  kenjiro@icis  .  shoin  . ac  .  jp 

Author's web site:  ht  tp  :  i  /law. shoin. ac  .  jp/- kenj  iro  /


